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1.はじめに

本稿は､助数詞 ｢本｣ の多義的な振る舞いを､認知言語学的枠組みに基づいて再分析す

ることを試みる｡そして､｢本｣の使用に見られる多義的な振る舞いについて､数える話者

の主体的な助数詞の使用が関与していることを主張し､この観点から ｢本｣の意味を捉え

直すことの有効性を示す｡

一般的には､助数詞 ｢本｣は ｢細長いもの｣を数えると記述されるoしかし､従来の研

究で指摘されているように､具体的な使用をみると｢本｣で数えられる対象は多様である｡

例えば､(i)で数えられている対象は､物理的に細長い形状的特徴を有しているとみなせる

が､(2)では､ボールのある特定の移動に対して ｢本｣が用いられており､無形の対象が数

えられているといえる｡さらに､(3)の ｢電話｣や ｢論文｣ は､具体的な個物として存在し

ているが､細長い形状のものとはみなしにくく､従来の研究でも､数える対象が何である

かとい う議論が分かれている｡

(i) 3本の(鉛筆/チューリップ)

(2) S春の(ホームラン/ヒット)

(3) 3本のt電話/論文)

上記の例より､助数詞 ｢本｣ で数えられる対象の一般化､すなわち助数詞 ｢本｣ の持つ意

味は､多様で複雑な様相を呈していることが確認できるO従来､｢本｣の意味については､

様々なアプローチによって分析がなされ､記述が行われてきた (cf.Lakoff1987､

Matsum oto1993､飯田 1999､西光 2004)｡しかし､｢本｣が用いられる具体的な言語現象

をみると､従来の研究では､我々の生活文脈に即した ｢本｣の意味の記述が十分に行われ

ているとは言い難い｡例えば､(4)や(5)のように､通常 ｢匹｣で数えるべき対象の ｢魚｣が

｢本｣でも数えられる｡ただし､これらの ｢本｣の使用は､特定の文脈に限られることが

(6)より示される｡

(4)ここの市場は4000I本/匹†のマグロを仕入れたO
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(5) 彼らは封本/匹†のブラックバスを釣った｡

(6) 母がスーパーで5!??本/匹lのサンマを買ってきた｡

従来の研究では､(4)や(5)にみられる現象は指摘されてきた (d.飯田 2004)｡しかし､網

羅的な記述に留まっており､記述的一般化の点から十分な議論がなされていない.この理

由として､従来は､助数詞の意味として抽出された対象の特徴を､使用の場でもゆらぐこ

とのないスタティックなものとみなす傾向が強すぎたことが考えられる｡それ故､文脈に

応じた使用を助数詞の意味として-般化することが困難になるO

本稿では､具体的な使用を反映させた助数詞 ｢本｣の意味の記述を提示する｡そのため

に､次のアプローチをとる｡まず､助数詞の根本的な記述的問題として､｢助数詞によって

数えられている対象は､言語表現として必ずしも明示化されない｣点を重視する (d.演

野 ･李 2006)｡そして､我々が助数詞を用いて数える際には､数える話者の何らかの ｢視

点｣がはたらいているとし､それによって数えられる対象が捉えられているものと考える｡

この ｢視点｣ については､助数詞が人間と環境 との相互作用の表れであるとする

Demワ(1987)の主張や､助数詞には数える話者の主観性が反映しているという井上(1999)

の主張と関連し､数える話者の主体的な助数詞の使用を捉えるために本稿で設定するもの

であるOこの方向性のもとに､認知言語学の理論的枠組みを用いて ｢本｣の多義的な意味

の振る舞いを再分析する｡とりわけLangacker(1987′1991)のドメイン ･マ トリックスの概

念を援用することによって､話者の主体的な使用の上に ｢本｣のダイナミックな意味が成

り立っていることを示す｡

2.先行研究

2.1｡先行研究の批判的検討

これまで助数詞 ｢本｣ の意味に関する現象は､いくつかのアプローチによって分析され

てきた｡本稿では代表的な先行研究として､網羅的な記述的分析を行った飯田(1999)と､

理論的分析を行った研究としてLakoff(1987)､Matsumoto(1993)､西光(2004)を挙げるO以

下では､各先行研究を概観し､その問題点について指摘するO

まず､飯田(1999)では､｢本｣を始め主要な助数詞の意味について､多様な実例の収集を

元に記述を行っている｡実例は､新聞記事や雑誌の他､日本語母語話者の発話データや聞

き取り調査などから幅広く採取しており､最も多く助数詞の使用の現象を扱った先行研究

であるといえよう｡飯田(1999)の分析では､助数詞 ｢本｣ で数える対象を具体物と抽象物

に2分しているO具体物を数える対象については､｢最も目立った特徴が細長さであること｣

が重要な要素であると指摘し､表 1に示すように､具体物の対象を3種類の形状的特徴に

よって分類している｡
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表1:飯田(1999)による具体物を数える ｢本｣ の用法

助数詞 穣頃 形状 例

｢本1｣ -次元的に細長い物体 鉛筆.紐 .描.木リ日.道.タワー等

｢本 2｣ 環状になっている物体 タイヤ.ネックレス.輪ゴム等

また､抽象物を数える用法は､表 2のように7種類に分類している｡飯田(1999)は､こ

れらのア種類の用法において ｢有用な項目を数える｣という要素が共通していると述べて

いる｡

表2:飯田(1999)による抽象物を数える ｢本｣の用法1

助数詞 種類 例

｢本a｣ 交通の運行数.便 電車､バス等

r本b｣ ソフトウエア パソコンソフト､ゲームソフト､カット集等

｢本C｣ 情鞍項目 記象 原稿､吉敷 論文､報告等

｢本d｣ 作品.活動 演劇､楓 級 別､達観､コンサート､スフ終-ツの練
習メニュー等

｢本eJ 連絡手段 電話 (葉書.瑚

｢本fJ 有用な軌跡 ホームラン､ヒット､シュート､ジャンプ等

飯田(1999)では､各々の対象において ｢本｣ 以外の他の助数詞で数える場合との比較も行

うなど､非常にきめ細かい観察が行われているOしかし､そうした具体的な観察から提示

された ｢本｣の意味や用法の分類が妥当であるか問題となる｡なぜなら事例同士で意味的

に共通しているかの判断基準が明確でないO例えば､表2では ｢本｣の意味的特徴を一般

化するための分類であるが､｢本 b｣や ｢本 d｣の項目は名詞分類的であるともみなせる｡

このことからも､分類の妥当性を巡って各々の分類の抽象度の均一性や､より抽象的なレ

ベルでの一般化について検討の余地があるO

次に､理論的枠組みで分析を行ったLakoff(1987)､Matsumoto(1993)､西光(2004)につい

て取り上げる｡これらの分析は､広く認知言語学的枠組みから ｢本｣ の意味を体系的に記

述したものといえる｡つまり､｢本｣の多義的な意味について､意味カテゴリー内で中心的

な事例から周辺的な事例-意味拡張の現象が生じていると捉えている｡

まず､認知言語学的観点からいち早く ｢本｣の意味について分析を行った Lakoff(1987)

では､放射状カテゴリーを形成する事例として ｢本｣を指摘したO具体的に ｢細長いもの

のイメージ･スキーマ｣から複数の動機付けによって意味拡張が生じており､｢本｣がそう

した拡張の連鎖を成した意味カテゴリーであると分析される｡｢本｣のイメージ･スキーマ
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は ｢棒､つえ､鉛筆､ろうそく､木､ロープ､髪の毛など(Lakoff1987:104)｣といった細

長いものから形成されるOそして､｢本｣のイメージ｡スキーマから意味拡張が生じる際の.

動機付けとして､表3の3点を挙げている｡

表3:Lakoff(1987)の ｢本｣の意味拡張

区分 意味拡張の種類 具体例

i) イメージ.スキーマ変換 ホームラン､ヒット､バレーボールのサーブ､卓
球のラリー

止) メタファー 電話､テレビ､ラジオ番組､映画､手紙

iii) メトニミ- a)心的イメージのメトニミ- テープ､映画のフイルム､注射
b)経験領域におけ 剣道や刀を使う武術の試合で勝敗､ヒットやホ

i)のイメージ･スキーマ変換は､イメージ･スキーマ同士の関連付けから意味拡張が起

こるとされる現象であるが､｢本｣では､ホームランやヒットが出た際にボールが描く軌跡

から形成される ｢軌道のイメージ･スキーマ｣と､｢細長いもののイメージ･スキーマ｣と

の間でイメージ ･スキーマ変換が起こる｡正)のメタファーによる拡張現象は､｢コミュニ

ケーションは導管を通して行われる｣ という ｢導管メタファ-(Ready1979)｣によるもの

が挙げられている｡例えば電話の場合､会話がやりとりされる電話線から導管メタファー

と捉えられるDni)に関しては､Lakoff(1987)はa)慣習的に形成された細長さに関する心的

イメージのメトニミ-と､b)経験領域におけるメトニミ-の2種類を挙げているoa)では､

例えばテープや映画のフイルムの場合､各々の対象について我々が慣習的に持つとされる

心的イメージにおいて､細長く伸びている部分がテープやフイルムとしての機能を果たす

ことから､その部分がメトニミ-として対象全体のイメージとなり､｢本｣で数えられると

いう｡也)は､ある経験領域内での主要な目的が､主要な機能を果たすモノ (道具)と同じ

カテゴリーに入る現象であると捉えられると､メ トニミ一による拡張が生じるというもの

である｡例えば ｢本｣ で数える竹刀やバットは､試合において主要な機能を達成する (点

をとる)ための道具であるので､その試合で点を取ることにつながるイヴェントにも ｢本｣

が適用されるOまた､柔道や禅の問答も､剣道と同じ経験領域に属するので､試合の勝利

に対し ｢本｣が用いられるとされる｡ 2さらにこのような拡張に加え､認知モデルがはたら

くことで意味拡張が生じると指摘している｡例えば手紙を ｢本｣で数える際には､伝統的

な巻物風の手紙のイメージに関する認知モデルが考えられるというO

この Lakoff(1987)の分析に対して､Matsumoto(1993)は､拡張の連鎖の複雑さを指摘し

た｡そして､プロトタイプ意味論を採用し､拡張の動機付けをより集約させて ｢本｣の意

味カテゴリーを提示した｡まず､Matsumoto(1993)では､具体物の対象に関して二つのプ

ロトタイプ条件を提示しているoそれは､a)際立って一次元的であり､b)輪状でないとい
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うプロトタイプ条件で､この条件によく当てはまる対象が典型的な ｢本｣の事例である｡

例えば､鉛筆や棒､糸､ロープ､針､バナナなどが挙げられており､一方､プロトタイプ

条件があてはまりにくい対象として､カセットテープや輪ゴム､タイヤなどを挙げているO

そして､抽象的な対象へは､メタファ←的拡張を中心とした3種類の意味拡張を指摘して

いる｡

表4:Matsumoto(1993)の ｢本｣ の意味拡張の種類

区分 意味拡張の種類 具体例

i) 容器へのメトニミ-的な拡張 注射､缶や瓶の飲み物､スティックタイプの砂糖､

チューブ糊

ii) 経験的に一次元を成すものへのメ 論文､連載小説､台本､テレビのコマーシャル､

タファー的な拡張 テレビ番組､映画

黒う 長い軌道を描くものへのメタファ ホームラン､電車､論文､台本､テレビ番組､電
-的な拡張 話､手紙､バス､サッカーやバスケットボール

また､西光(2004)も､Matsumoto(1993)と同様にプロトタイプの理論に注目した分析であ

る｡西光(2004)では､具体物の対象が有する物理的な特徴の一部がプロトタイプ特性とな

り､この特性の一部が抽象的な領域へ拡張されると述べられているOプロトタイプ特性に

は､次の 4つを提示しているOそれは､a)細長い､b)広がりがある､C)少なくとも一方に

は端(edge)がある､a)棒状のものの握り方(西光 2004:35)である｡そして､抽象的な対象へ

の意味拡張については､例えば､a)が軌跡や時間へ拡張することを指摘している｡

以上の認知言語学の理論を用いた研究は､｢本｣の多様な意味について体系的な記述がな

されたという点で意義深いものである｡しかし､これらの研究でもやはり ｢本｣の意味と

して提示された制約について妥当性が問われるOまた､上述の(4)から(6)の事例で指摘した

ような､文脈が関与する現象について説明できない｡本稿では､これらの先行研究のアプ

ロ-チに対して､次の2点の問題点を指摘する｡

a.数える対象の一部の意味的特徴が過剰に一般化される可能性がある｡

b.一般化される意味的特徴として､数える対象の外的な特徴 (有生性や形状など)を重

視する傾向がある｡

(a)について､助数詞の意味に対する従来の規定の仕方では､数える対象に行き過ぎた意味

の適応を許してしまう｡つまり､｢本｣においては､細長い形状であるとみなしてしまえば､

｢本｣で数えられるということができる｡Matsumoto(1993)では､数える対象が一次元性

を成す行為であったり､軌道を形成するものであるという条件が､どの対象に適応される

かという判断について一貫した基準を示さなければ､解釈次第でどのような行為や事物に
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も ｢本｣の適応を許すことになる｡また､｢細長い｣形状を▲しているものでも､必ず ｢本｣

で数えるとは限らないO(7)のように､我々の日常生活において細長い形状を有していると

いえるものでも､｢本｣を用いることができない｡

(7)家族で3(???本/育)の携帯電話を買い換えた｡

さらに(7)では､対象が有する様々な意味的特徴のうち､助数詞を用いて数える文脈のそれ

ぞれにおいて､全てが同じ程度関与しているわけではない｡こうした様々な特徴の関与の

度合いが､使用の場において変化し､助数詞の選択に反映されるということが､従来の｢本｣

の意味の記述ではあまり考慮されていない｡仲)については､助数詞の意味の規定において､

対象の形状や有生性といった外的属性に注目する傾向がみられるが､それだけでは不十分

であることが､これまでの議論より明らかである｡

以上のように､助数詞 ｢本｣の先行研究を概観したが､｢本｣にみられる多義的な振舞い

について､従来の研究では未だ不十分であるということをみた｡次節では､本稿の ｢本｣

の分析の新たな方向性を示す0

2.2.本研究の方向性

本節では､上述した先行研究の問題点を踏まえ､助数詞 ｢本｣ の多義的な意味の振る舞

いを､具体的な使用に即して捉えていくために､以下のような方向性を提案する｡まず､

助数詞の意味のあり方について根本的に考え直す必要があると考える｡本稿では､認知言

語学的観点の元に､Denny(1976)や井上(1999)の主張を重視するoDenny(1976)によると､

助数詞の使用は､話者や状況によって捉えられた対象の側面に応じて変わり､また､そう

した用法は､人間と環境のインタラクションによってもたらされるものであるとする｡井

上(1999)では､助数詞には我々の話者としての主観性が多分に反映されることを指摘して

いるO例えば､オオクワガタについて､商品として売買する文脈で客観的に市場価値を論

じる際は ｢匹｣で数え､飼育者が手をかけて育て､野生の生き物ではなく家畜化した生き

物と捉えた時には ｢頭｣ で数える｡ 3こうしたDemy(1986)や井上(1999)の主張は､助数詞

の使用を､数える話者の対象-の何らかの働きかけという側面から注目したものである｡

本稿では､Dermy(1986)や井上(1999)の考え方を取り入れ､助数詞 ｢本｣の意味が､数える

話者の主体的な使用から立ち現れるものとして位置づける｡そして､数える話者が助数詞

を用いて数える背景には､数える話者が､数える事物を常に何らかの ｢視点｣によって捉

えるプロセスがあると考えるOこの ｢視点｣が介在することによって､数える対象が明確

化されると考える｡こうした本稿の新たなアプローチのもと､認知言語学的観点から ｢本｣

の多義性を再分析する｡基本的には､認知文法(cf.Langacker1987)の枠組みから議論を行

うO
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3.本研究の理論的枠組み-認知文法論札angackeT1987)を中心に
3.1.基本概念

一般的に認知言語学では､意味(mea血 g)は概念化(conceptualization)そのものであると

規定される(cf.Langacker1991‥2)O概念化とは､我々が外部世界とのインタラクションを

通して身についた身体的経験や感情､価値観や信念体系､社会的｡文化的知識等から､様々

な状況に解釈を与えていく認知プロセスにあるとされる｡例えば､(8)と(9)のように､同じ

状況に対する描写が異なる場合がある｡これらの違いは概念化のプロセスの違いである｡

(8)Thesetwonervesconvergejustbelowthekneel

(9) Thisnervedivergesjustbelowthekneel (Langacker1999‥6)

この場合､知覚対象である ｢神経｣に対する概念化主体(conceptua鮎er)の投げかける視線

(mentalpath)の方向が､(8)は神経組織の外側から内側-､(9)は反対に内側から外側-向い

ているという違いがあると説明される(cf.Langacker1999)｡このように､ある状況に対す

る主体の解釈の違いが言語表現の違いとなって現れる｡

なお､上記の例において主体の解釈の違いに反映されていた視線の動かし方は､我々が

外界を捉えていく上で基本的に備わっている認知能力の一つであると考えられているOこ

こから､概念化とは､我々の様々な認知能力を介して行われており､我々の言語能力とは､

そうした認知能力によって支えられているものである｡

このように､意味を概念化と捉える認知文法では､解釈の違いも意味の違いとして考え

るO上述した助数詞の使用をめぐる問題も､この概念化の考え方を援用することによって

捉えられると考える｡つまり､-つの対象について用いる助数詞が異なるとき､数える話

者の対象の捉え方が､それぞれの助数詞において異なっている｡そして､ここに視点が関

与していると考える｡本稿の分析では､こうした認知言語学の理論的枠組みの中でも認知

文法の基本的な主張と概念に従う｡

3.2.ドメインとドメイン eマ トリックス

本稿では､数える対象を捉える際の話者の視点が変わることによって､用いる助数詞が

異なると考えるO この現象について､Langacker(1987′1991′2000)の認知 ドメインとドメイ

ン｡マ トリックスの概念によって表すo

Langacker(1991)によれば､意味は､喚起される認知 ドメイン(Jcognitivedomainl)との関

係において特徴づけられるとしている｡認知 ドメインは､我々の感覚的な経験､概念､知

識構造などを反映する｡そして､基本的に､ある概念は他の概念を通して理解される｡例

えば､｢円(【CIECLE])｣と｢弧(tARq)｣が特徴づけられるためには､それぞれ<空間(SPACE)

>とく円(CIRCLE)>のドメインが背景となるO｢円｣ は二次元の空間においてその形状が

認知される｡一方で､｢弧｣は｢円｣という概念において認知される(Langacker1987･･183-184)o
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なお､ドメイン内には､認知文法が規定しているベース匝ase)とプロファイル(profile)

の関係が成り立つ｡この関係は､あるドメイン内で､構造間にプロミネンス(prominence)

のレベルがあることを示す｡その際､ドメイン自体がベースとして解釈される｡このよう

にして成立した関係を､Langacker(1987:184)は､図1のように表す｡

i_: -_L_i-i-I-i -_-1 ｢_-_千

図1

外枠のボックスはドメインの範囲を表すもので､(a)の ｢円｣は<空間(SPACE)>のドメイ

ンを､(ら)の ｢弧｣は<円(CIRCLE)>のドメインを指定している(designate)O太線の部分は

それぞれ ｢円｣｢弧｣として認知されていることを示すOベ-スとプロファイルの関係でい

えば､(a)の場合には､｢円｣がプロファイル､空間がベースとなり､P)の場合には､｢弧｣

がプロファイル､｢円｣がべ-スとなるO(ら)では､特に ｢円｣という概念が前提になけれ

ば､単なる ｢線｣としか認識されない｡

通常､ある意味の背後には複数のドメインが存在し､それらが複合的なマトリックス

(complexmatrix)を形成しているとされるO例えば､ナイフ(knife)の場合､ナイフの意味

を特徴付ける側面としては､形状や､ものを切る一般的な用途､食器の一つとして配置関

係などによる特徴づけがあるOこれをLangacker(1991:5)は以下のように図示するO

図2



『言語科学論集』第12号 (2006) 85

点線は､結ばれたもの(entity)の間での一致(correspondence)を表す.Langacker(1991)は､

この図に表されているドメインのほか､ナイフの作られる過程の情報や､サーカスでのナ

イフ投げというような特徴づけに関与するドメインの喚起も可能であると述べている｡ こ

のドメインの喚起に関しては､我々の百科事典的知識(encyclopedicview)が反映されて

いる(Langacker1987′1991)0

こうした ドメインとその複合であるドメイン･マ トリックスの概念を用いて､我々が数

える事物はドメイン･マ トリックスを形成していると考える｡そして､そのいずれかのド

メインにおいて､数える対象が解釈される｡どのドメインにおいて事物が解釈されるかに

ついては､我々の ｢視点｣によって選択されると考える｡例えば､電話を ｢台｣で数える

場合と ｢本｣で数える場合､前者は電話機を数えるので､物理的空間のドメインにおいて

電話が解釈されるO-方､後者は通話を数えるとされるので､通信手段としての抽象的な

ドメインにおいて電話が解釈されると考えられるO

以上､我々が外部世界を解釈していく背景には､我々のもつ様々な知識構造がはたらい

ているとされ､それを規定するものとしてLangacker(1987′1991′2000)の提唱する認知 ド

メインとドメイン｡マ トリックスという概念を取り上げた｡そして､本稿では､数える対

象の持つ ドメイン｡マ トリックスにおいて､話者がどのドメインを選択するかによって､

用いる助数詞が異なることを提案した｡

3.3.認知能力について-視点との関連から

前節において､認知 ドメイン内では､ベースとプロファイルなど我々の認知能力が反映

されていることをみたO以下では､認知能力について視点との関連から述べるO我々は､

ある言語表現が喚起するドメインによってもたらされる概念内容(conceptualcontent)を､

我々に備わっている基本的な認知能力によって様々に解釈するとされるOその基本的認知

能力とは､特に､精度(SpeciLcity)､背景知識匝ackground)､パースペクテイヴ(perspective)､

スコープ(scope)､プロミネンス(prominence)の 5つの項 目によって規定される(cf.

Langacker2000)4｡例えば､図1で示したベースとプロファイルは､際立ちに属する概念

であり､(8)と(9)で問題となった視線の移動に関する認知能力は､パースペクテイヴ

(perspective)に属すると考えられるO

我々の基本的な認知能力は､｢本｣などの助数詞を用いた言語表現にも当然反映されてい

るものと考えることができるoここでは､パースペクテイヴ(perspective)という概念に注

目する｡パースペクテイヴは､外界を解釈する過程において､認知主体がある対象を見る

際の視座や祝儀の方向の違いによって状況の見方も変化することを意味している｡

Langacker(1987)は､｢我々は､慣習的にあらゆるモノを標準的な観点(canonicalviewpoint)

によって見ている(Langacker1987･･123)｣と規定するOこの規定に従えば､助数詞を用い

て数える際も､標準的な観点に基づいて対象を捉えていると考える｡例えば(14)では､橋

を細長い対象として捉えるには､認知主体は対象からある程度離れた位置から眺める必要
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がある｡

(10)彼らは3本の橋を架ける｡

ただし､標準的な観点について Langacker(1987)が論じているのは､物理的な空間にお

ける視座や配置関係のみである｡本稿では､この標準的な観点についてより広く考える｡

そして､助数詞の選択に関わる対象の捉え方について､話者の信念や心的態度までもが関

与する何らかの標準的な観点ないし基準が存在すると考える｡こうした理論的枠組みに基

づき､以下では助数詞 ｢本｣ の意味に関与する3つの ｢視点｣ を提示し､それぞれにおい

て数える対象の意味的特徴について再分析を試みる｡

4.助数詞 ｢本｣ の分析

4.1｡空間を捉える視点

Lakoff(1987:lo鐘)によれば､｢本｣が用いられる典型的な対象は ｢堅くて細長いもの(the

rigidlong′thinobject)｣であると述べている｡このように ｢細長いもの｣と言われている

対象について､ドメインと認知能力との関連から対象を捉え直す｡まず､空間のドメイン

において特徴付けられる対象として､以下の例を挙げる｡

(ll) 彼は2本の‡指/腕)を折る｡

(12) 彼女は2本の(ビル/タワー)を見上げる｡

(13) 彼は1本の道を横切る｡

(14) 自転車は2本のわだちを残していくO

我々は､対象にあわせてスコープを設定する能力を持っているO(ll)では､我々が ｢腕｣

や ｢指｣のような身体の-部を細長いものとして解釈し ｢本｣ で数えられるには､そうし

た腕や指として特徴付ける概念が前提にある｡つまり､｢腕｣場合は､｢身体｣という概念

を前提とする｡また､｢指｣の場合は､｢手のひら｣という概念を前提として解釈している

5Oこれはスコープとしてはたらき､｢腕｣ と ｢指｣ は､それぞれ前提となる概念の ｢身体｣

と ｢手のひら｣がスコープとなるO｢指｣のように､あるものの部分が細長い物として数え

られるには､スコープが関連する認知能力がはたらいているといえる｡また､(12)のビル

やタワーのような､我々が日常的に大きいと感じる建造物を ｢本｣で数える場合も､対象

の大きさに合わせたスコープを設定しているということになるO

これと同時に､我々が対象を捉える際､パースペクテイヴに関する認知能力がはたらい

ていると考えられる｡(12)においては､ビルやタワーを見上げる際､主体の空間的な視座

(vantagepoint)が､建物全体を捉えられる位置に据えられているOまた､メンタル ･スキ
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ヤニング(mentalscamhg)が､(12)では｢見上げる｣とい う表現によって示されている｡(13)

では､認知主体が道路のそばに位置しているのでは､細長い物として捉えにくいO主体が

道路を細長いものとして捉えるには､鳥轍図的な視座をとり､スコープ内に一部の道路を

捉えていると考えられる｡また､道路と同様の認知プロセスが関わるものとして､線路が

ある｡

(14)のように､乗り物が通る際の車輪の跡であるわだちに対しても､細長い物として｢本｣

を用いる｡わだちは､時間の経過と共に形成されるものであり､我々はその形成される様

を捉えて数えることができるOこのわだちを ｢本｣ として数える認知プロセスは､ボール

が空間を飛んでいく際の､ボールの通った跡を､軌道という抽象物として我々が捉えてい

くことと関連付けられる06Lakoff(1987)は､軌道のイメージ･スキーマが形成されると説

明していたが､それと同時に､わだちのように､ものの移動によって形成される跡が具体

的な形状を伴って存在することで､抽象的な領域における理解の容易さにつながっていく

と考えることができる｡ 7

なお､こうした軌道の形成とそれを認知する過程には､｢時間｣という抽象概念が合意さ

れる｡これに関しても､｢本｣の抽象物-の拡張の動機付けとして捉えておくべき点である｡

例えば､ホームランのように､ボールの移動が軌跡として捉えられるには､繰り返し起こ

る中で､ある一定のコースをとるものとして我々の知識に定着する必要があると考えられ

る｡また､運行は､移動のルー トが同じであること (一定の経路)と､定められた時刻に

従って移動するものでないとならない｡あるいは､ある時間の経過と共に経験したものを

｢本｣と捉えていくことにも関連していると考えられる｡

次に､我々の生活文脈によって対象が様々に捉えられることで､他の助数詞によって数

えられる現象を､プロファイルの変化によって示す｡

(15) 彼は3(本/??敬)の包丁をi使 う/買う/洗う/投げる/捨てる)0

(16) 彼は20(本/枚)の包丁を研いだ｡

(17) アルバイ トは500本の内輪を配るO

(18) アルバイ トは500本の内輪を運ぶ｡

包丁は､平面的な特徴と､細長い形状をあわせ持つものであり､｢本｣と ｢枚｣の両方の使

用が容認されると考えられる｡(15)の例において､細長い形状として知覚的に捉えられる

ため ｢本｣が容認される｡一方､(16)のように､研ぐといった包丁の面に働きかけるよう

な行為の場合､｢枚｣としての平面的な広がりにプロファイルが生じる｡内輪は(17)や(18)

のように､通常 ｢本｣で数える｡ これは､内輪の手に持つ細長い柄が､｢本｣として数えら

れているものと考えられるOしかし､内輪が次のような状況にある場合､平面的なものを

数える ｢枚｣ の容認度があがる｡
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(19) 彼は2‡?杏/枚)の内輪を破り捨てるo

(20) アルバイ トは500(?本/敬)の内輪を運ぶO

(19)の場合は､｢破る｣という行為により､内輪の平面的な､通常は紙で出来た部分にプロ

ファイルが変化したと考えられる｡(20)の場合は､内輪を運ぶ際に､内輪を重ねていたり

東ねていたりする状態にあると､平面的な部分が接触するため､その部分にプロファイル

が移ることが考えられるOこうした主体の対象の扱い方や､対象の数える時の状態によっ

てプロファイルシフトが生じ､｢枚｣の使用が可能になった｡このような内輪に関する現象

の類例として､(21)のような状況において内輪が作られる過程における絵付けの場面で､

絵を書く部分が､平面的な紙の部分なので､｢枚｣の容認度が上がる｡

(21) 彼女は30(?本/牧子の内輪を絵付けしたD

以上の事例より､助数詞を用いて数える際には､認知主体としての数える話者が､対象

とどのような関わり方をしているのかが反映されているということが示唆される｡つまり､

我々が､ある対象を ｢本｣で数える際には､我々の認知能力や身体を介して､その対象を

細長い物として捉えるような接し方をしているということが考えられる｡

4.2.機能性を反映する視点から

前節では､空間のドメインにおいて捉え方が変化する事例をみた｡以下では､有形の対

象の中でも､対象の機能的側面を捉えているかどうかで､用いる助数詞を選択する傾向が

みられる事例をあげる｡こうした捉え方がなされるドメインを､機能的なドメインと考え

る｡本稿における ｢機能｣とは､ある対象が数えられる際､本来の使用の目的を果たす状

況にあるかということに限定する｡ 次の例は､通常 ｢本｣でしか数えられないとされてい

た対象も､機能的な側面を捉えるような文脈を離れると､他の助数詞の使用が容認される

ことを示す｡

(22) 彼は3(本/??枚)のテニスラケットを(使う/買う/注文する/手入れする)O

(23) 彼は3t本/枚)のテニスラケットを張り替える｡

(24) 彼女は2(本/?7枚)のしゃもじを(買う/洗う/しまう)a

(25) 子供は2(本/枚)のしゃもじを張り合わせる｡

テニスラケットもしゃもじも､平面的な広がりのある対象であるが､通常 ｢本｣で数える｡

しかし､｢張り替える｣や ｢張り合わせる｣という行為が対象の平面的な部分に直接作用す

るため､プロファイルがシフトしたと考えられる｡このとき､｢本｣と ｢枚｣での使用の違

いを考えると､前者は機能的側面に注目した数え方で､後者は対象の本来の使用とは関連



『言語科学論集』第12号 (2006) 89

のない文脈での数え方だといえる｡

こうした現象の-方で､機能的側面から捉えると他の助数詞が用いられるが､機能性が

弱まる文脈において ｢本｣が用いられるという場合もある｡例えば､ビルや高層マンショ

ン､タワーは､通常建物を数える助数詞である ｢棟 (トウ)｣を用いる場合が多い｡

(26) 彼は30i??本/)棟のビルを視察調査する｡

(27) テレビカメラは3(杏/棟)のビルを写し出す｡

(28) 彼らは3‡?7本/棟)の高層マンションを所有する｡

(29) 彼は2(本/樵)の高層マンションを見上げる｡

(30) 彼らは2(??本/梯子のタワーを一般公開するO

(31) 彼は窓から2(本/棉)のタワーを眺めるO

(32) 学校は30i?本/育)の長机を(そろえる/購入する)0

(33) 清掃員は30(本/育)の長机を運ぶ｡

建物は､通常人の居住や労働の場､文化的娯楽を提供する場であるOそのような建物の

一般的な使用に関する捉え方をすると ｢本｣の容認性は低く､逆に､建物の形状的外観に

注目している場合は ｢本｣の容認度があがる｡また､長机を､種類によっては脚を折りた

たんだ状態で運ぶ過程において､机に関する一般的な使用の側面を想起しにくいため､｢本｣

の容認度があがると考えられる｡

以上､ある対象が数えられる際､本来の使用の目的を果たす状況にある､もしくは対象

を使用と結び付けて捉えるかによって､用いる助数詞が変わる現象をみた｡

乳乱専門性を反映する視点から

我々の日常生活において､職業や趣味などから特定の事物と密接に関与する場合がある｡

そして､そのような関係にある認知主体の対象の捉え方は､我々の一般的な捉え方とは異

なる傾向がある｡これを示す例として､(4)から(6)で示した魚がある｡従来の研究では､魚

は ｢有生/非人間｣に属し ｢匹｣ でかぞえるものとされてきた｡しかし､飯田(2004)の指

摘によれば､a.)生きている魚は ｢匹｣で数え､b.)釣りの獲物や､鮮魚店等で商品として

取引される魚､料理の材料となる魚は ｢尾｣で数え､また C.)釣りで釣った魚や水揚げさ

れた魚類は形状に応じて数え､そのうち細長い魚は ｢本｣ で数えるとされている｡

(34) 息子は5(??本/匹)の鮒を飼う｡

(35) 彼らは3(本/匹)のマグロをさばく｡

(36) ここの市場は4000‡本/匹)のマグロを売りさばく｡

(37) 彼らは3t本/匹)のブラックバスを釣る｡
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(34)から(37)までの事例をみると､(34)は魚に対して生物としての捉え方をしているのに対

し､(38)から(40)に見られるように､職業｡専門的な捉え方があることを示している｡そし

て､後者の現象は､専門性のドメインの選択によって現れるものと考えられるO従来の分

析では規範的に前者の捉え方がなされていたといえる｡ただし､後者において､魚を釣り

あげる前や､一度釣った魚を川に放す状況では ｢本｣ は容認されず､魚を捕獲した状況で

｢本｣が用いられることが､以下の例から確かめられるO

(38) 彼は叩?本/匹)のフナを(見つける/狙う)0(フナは川で泳いでいるという意で)

(39) 彼らは40‡??本/匹)の魚を網に追い込む｡

(40) 彼らは3(??本/匹‡のフナを (州に)戻したO

漁業や釣りの文脈であっても｢匹｣が用いられないわけではない｡ここから､魚の場合､

漁業関係者や､釣りを趣味とする者は､そうでない者よりも専門的な対象として捉える傾

向があるとみなすべきだろう｡

同様の職業 ･専門的な捉え方に関する現象は､有形の対象だけではなく､無形の事象を

数える際にも観察されるO

(41) 学芸員たちは3本の展覧会をこなす｡

(42) ??友人は3本の展覧会を見に行く｡

(43) 部下は2本の計画を説明する｡

(44) ??生徒は2本の計画を説明する｡

展覧会のようなイヴェントでは､担1)において､｢学芸員｣は､仕事の一つとして展覧会と

いうイヴェントを主催する立場にある.一方､(42)では､｢友人｣は展覧会を客として見に

行くという立場にある｡ここから､職業としての捉え方によって､展覧会に ｢本｣が用い

られることが考えられるO また､(43)と(44)において ｢計画｣を数える文脈をみてみると､

(43)は､会社内で起こるイヴェントであり､(44)では学校で起こるイヴェントとなっているO

ここから､(43)に反映されている視点は､職業という専門的視点が考えられるO

こうした ｢魚｣といった生物や ｢展覧会｣や ｢計画｣ といった抽象的な事象が､職業 ｡

専門的な視点によって ｢本｣で数えられるという現象は､対象を規範的な分類によって捉

えていては扱えない事例である｡職業やその他専門的にある事物と関わるとき､そうでな

い者よりも､按する頻度が多くなる｡展覧会や計画などの製作物に関しては､さらにその

作成過程において､日常的に我々が作成する場合よりも作業に費やされる労力､製作の頻

度などに関して上回っている｡こうした要因が､対象を規範的な捉え方から離れ､新たな

捉え方を生じるものと考えられる｡また､このように考えると､飯田(2004)の指摘する ｢企

画｣､｢広告｣｢連載｣に対して ｢本｣が用いられる現象も､類例としてみなすことができる
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だろう｡

5.おわりに

本稿では､以下のことを行った｡i)助数詞 ｢本｣の先行研究に対し､数える事物の外的

な特徴 に基づ く意味の過剰 な一般化 について問題点を指摘 した O そ して､

正)Langacker(1987)の提唱するドメイン･マ トリックスの概念を援用し､｢本｣で数える対

象の意味的特徴を､数える話者の主体的な使用の観点から捉え直した｡本稿のアプローチ

では､認知能力に基づく｢視点｣のはたらきによって ｢本｣の意味を見直すことによって､

従来指摘されてきた､｢細長さ｣という意味的特徴を､より具体的なレベルで観察できるこ

とを示したOなお､本稿で設定した ｢視点｣ という概念については､さらに検討が必要で

あるOこれに関しては､数える話者と数える対象との身体的な相互作用のレベルから捉え

なおすことの可能性が指摘されている (演野 ･李 2006)｡今後の課題として､｢本｣の多義

性の背景にはたらくメカニズムについて､本稿で得られた洞察をさらに発展させ､より多

くの事例を調査し､助数詞の意味を体系的に示していきたい｡

注

1.飯田(1999)の抽象物を数える用法には､慣用表現 (例 :｢一本化する｣など)も含まれ

ているが､本稿では､｢本｣を含む慣用化された表現は分析の対象から除外するため､

慣用表現についての議論は割愛するO詳細は飯田(1999:72-76)を参照｡

2.なお､映画を ｢本｣ で数えることについて､La吏off(1987)は､註)による意味拡張が生

じている一方で､｢本｣で数える映画のフイルムが､映画に関する経験領域内の主要な

機能を果たすものでもあるので､メトニミ一による意味の拡張現象としても捉えられ

るとしている0

3.井上(1999)では､昆虫を学術的に論じる際にも ｢頭｣を用いると指摘しているO 関連す

る議論として飯田(2004:189)を参照0

4･ これらの5項目について詳細な議論はLangacker(2000)を参照0

5. ｢身体｣ と ｢腕｣､｢手のひら｣ と ｢指｣ の関係は､ベースとプロファイルの関係とい

える0

6･なお､Langacker(1987)は､ものが時間の経過と共に位置を変えてい く様子を､成分事

態の連続として同時に共起させ､総括的に把握できるサマリー ･スキャニングという

認知能力によって説明している｡

7. さらに､抽象領域においては､ボールの移動以外にも航路があるO
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